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シ
ン
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ォ
ニ
ー

　本市では、女性の活躍推進や仕事と家庭の両立支援など、男女がともに働きやす
い環境づくりに積極的に取り組んでいる事業者を表彰します。

　各種団体・企業等の勉強会や研修会に「人権」や「男女共同参画」に関する専門講師を無料で派遣します。
　女性活躍やワーク・ライフ・バランス、子どもの人権等、豊富なメニューを取り揃えていますので、ぜひご利用ください。

様々な場でご利用頂いています！
（一例）・家庭教育学級…「性に関する講座」
　　　・町内会…「仕事と介護に関する勉強会」

①男女の人権に配慮し、男女がともに働きやすい体制の整備や環境づくり
②女性が活躍できる職場づくり
③家庭生活とその他の活動との両立支援
④その他男女が共同して参画する社会づくり

次の取組みを行っている事業者はご応募ください！

対
　
象

市内在住・在勤・在学
の方々を主体とした
概ね10人以上のグ
ループ

会
　
場

郡山市内
(会場手配、使用料負担は
グループでお願いします)

問
合
せ

講師の日程調整が必要なため、講座開催予定日の1ヶ
月前まで男女共同参画課へ。
（℡:024-924-3351、FAX:024-921-1340、
メール：danjokyoudou@city.koriyama.lg.jp）

対
　
象

市内で営利・非営利を
問わず事業活動を行って
いる事業者

応
募
方
法

応募用紙：市ウェブサイトからダウンロード。男女共同参画課、
　　　　 さんかくプラザ等にも備えてあります。
期　　日：9月30日（月）まで
提 出 先：男女共同参画課

男女共同参画推進事業者を表彰します！

さんかく教室～ 研修会等へ無料で講師を派遣します～

詳細はこちらからご覧ください▶

メニュー内容は　
こちらからご覧ください▶

広 告

広 告 広 告

広 告

シンフォニー（交響曲）には、
みんなの声を 響き合わせたいという
想いが込められています。

シンフォニー（交響曲）には、
みんなの声を 響き合わせたいという
想いが込められています。
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特集

　知っていますか？「働き方改革関連法」「女性活躍推進法」!!

人権擁護委員をご存知ですか　5P
郡山市男女共同参画フェスティバル2019　6～7P
お知らせ　8P

2～4P
　知っていますか？「働き方改革関連法」「女性活躍推進法」!!

人権擁護委員をご存知ですか　5P
郡山市男女共同参画フェスティバル2019　6～7P
お知らせ　8P

女性が輝くまち～自分らしい働き方を目指して～女性が輝くまち～自分らしい働き方を目指して～ 2～4P特集

a WHO initiative
郡山市は、2018.2.2にWHO（世界保健
機関）が推奨するセーフコミュニティ（けが
や事故の予防活動）の国際認証を取得し、
安全で安心なまちづくりをめざしています。

郡山市は、2018.2.2にWHO（世界保健
機関）が推奨するセーフコミュニティ（けが
や事故の予防活動）の国際認証を取得し、
安全で安心なまちづくりをめざしています。

こおりやま男女共同参画情報紙

シンフォニー
こおりやま男女共同参画情報紙

シンフォニー



　

２
０
１
７
年
４
月
に「
女
性
活
躍
推
進
法
」が
全
面

施
行
さ
れ
、２
０
２
０
年
に
は
、「
働
き
方
改
革
関
連

法
」の
施
行
も
迫
る
中
、ご
自
身
も
自
分
ら
し
く
輝
き

な
が
ら
、社
員
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
リ
ン
ク
ス
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
渡
邊
万

里
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

リンクス・エージェンシーでは、ウェブやＤＴＰ
（印刷物）のデザインと制作を軸に事業を展開して
います。子育て世代の社員も多い事業所です。
【所在地】郡山市大町１-９-13
【従業員】6名（男性1名、女性5名）

【プロフィール】株式会社links agency代表取締役／郡山市男女共同参画審議会副会長
渡邊　万里子さん
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会
社
を
設
立
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　

私
は
、長
年
、フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
発
行

す
る
会
社
で
編
集
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
と
共
に
ウ
ェ
ブ
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、紙
と
ウ
ェ
ブ
両
方
に
対
応
で

き
る
会
社
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

　

ま
た
、女
性
は
、自
分
の
環
境
に
よ
っ
て
、

ス
キ
ル
が
あ
っ
て
仕
事
が
や
り
た
く
て
も
、働

き
方
に
制
限
が
出
て
き
て
し
ま
う
と
い
う
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
会
社
を
設
立
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
、会
社
を
設
立
し
て
み
て
い
か
が

で
す
か
？

　

立
ち
上
げ
て
２
、３
年
は
、ベ
ー
ス
を
つ

く
る
た
め
に
地
道
な
努
力
が
必
要
で
、と

て
も
大
変
で
し
た
。子
ど
も
達
に
も
負
担

を
か
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
。今
は
、よ
う

や
く
時
間
も
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、社
員

の
皆
さ
ん
に
も
自
分
の
環
境
に
応
じ
た
働

き
方
が
提
供
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
、息
子
が
２

人
お
り
ま
す
。両
立
は
完
璧
と
は
言
え
ま

せ
ん
。た
だ
、自
分
の
で
き
る
範
囲
で
で
き

る
こ
と
は
や
ろ
う
と
決
め
て
い
ま
す
。

　

息
子
達
に
申
し
訳
な
い
と
思
う
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、仕
事
を
し
て
い
る
姿

が
好
き
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、頑
張
れ

る
し
、守
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
て
幸
せ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、長
男
が
ウ
ェ
ブ
関
係
の
大
学
に

進
学
し
、こ
の
様
な
環
境
の
中
で
も
背
中

を
見
て
く
れ
て
い
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
は
、ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い

で
す
か
？

　

自
分
の
能
力
を
世
の
た
め
人
の
た
め
に

活
か
す
こ
と
で
、や
り
が
い
や
幸
せ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
会
社
を
目
指
し
ま

す
。女
性
は
働
く
上
で
、男
性
よ
り
も
生
活

環
境
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
、結
婚
や
出
産
、子
育
て
、介
護
な
ど
、

様
々
な
こ
と
が
降
り
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
様
な
時
に
、本
来
や
り
た
い
仕
事

が
で
き
な
い
と
か
、時
間
に
制
限
さ
れ
て

し
ま
う
な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

女
性
が
自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
は
、

何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
「
あ
り
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
環
境
」

　

国
や
行
政
、職
場
や
家
庭
な
ど
、あ
ら
ゆ

る
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
し
て
い
れ

ば
、女
性
も
働
き
や
す
く
、活
躍
の
場
や
、

可
能
性
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

知っていますか？「働き方改革関連法」「女性活躍推進法」!!知っていますか？「働き方改革関連法」「女性活躍推進法」!! 左記の２つの法律は、働いている、これから働きたいと考えている皆さんには、
ぜひ知っておいていただきたい法律です。今回は、ポイントをわかりやすくお知らせします。

　長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態に関わらな
い公正な待遇の確保等の実現のために、2018年に成立した法律です。

働き方改革関連法

年次有給休暇の
時季指定

年5日、時季を指定
して取得させることを使用者
に義務付け
施行：2019年4月1日～

正規雇用労働者と
非正規雇用労働者の間の
不合理な待遇差別禁止

同一企業内で、
基本給や賞与などの個々
の待遇ごと
に不合理な待遇差を禁止
施行：2020年4月1日～
※中小企業は2021年4月1日～

残業時間の上限規制

原則、

月45時間、年360時間
施行：2019年4月1日～
※中小企業は2020年4月1日～

女
性
が
輝
く
ま
ち

〜
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
目
指
し
て
〜

特
集

一般事業主行動計画の
策定義務の対象拡大

常時雇用する労働者が
101人以上の事業主に
拡大（今までは301人以
上）
【一般事業主行動計画とは？】
　自社の女性活躍の状況を把
握した上で課題分析・目標設定
をし、目標達成に向けた取組み
内容を取りまとめたもの。

301人以上の事業主の
情報公表項目の強化

①職業生活に関する機会の提供
　 女性の採用状況、女性管理職の
　 状況など
②職業生活と家庭生活との両立
　 男女別育休取得状況、有給取得率など
上記の各項目から1項目以上を公表

プラチナえるぼし（仮称）
制度創設

「えるぼし」認定よりも水準の高い
「プラチナえるぼし（仮称）」
を創設
【えるぼし認定とは？】
　女性活躍推進法に基づき、行動計
画の策定や届出を行った一般事業主
で、一定の基準を満たし、女性活躍に
関する取組状況が優良な企業が認定
を受けることができる制度。

女性活躍推進法
　2015年に女性が、職業生活において、その希望に応じて十分に能力を
発揮し、活躍できる環境を整備するために成立した法律で、さらなる取
組み推進のため、2019年に一部改正されました。

詳しくはこちらのQRコードへ▶詳しくはこちらのQRコードへ▶
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　主に小・中学生に、「思いやりの心」や「命の尊さ」について
学ぶ「人権教室」を実施しています。2019年７月に、赤木小学
校で実施された人権教室では、「はなちゃんのみそ汁」を題材
に、生きる大切さや命の大切さ、家族への感謝の気持ちなど
について話し合いました。児童の皆さんは、人権擁護委員の
方々の話を熱心に聴き、真剣なまなざしで人権について考え
ていました。

　お互いに協力し
て花を育てることを
通じて、優しさや思
いやりの心を育む
取組みです。

○いじめ・体罰、暴行・虐待、プライバ　
　シー侵害などの人権問題
○結婚、夫婦、親子、離婚、相続、扶養など
　の家庭問題
○隣近所のもめごとなど

「うねめまつり」な
どのイベントで、
チラシや啓発物
品を配布し、人
権についての理
解促進を図って
います。

・阿久津 信一 　・梅宮 　　幸　 ・大川原 規子　 ・笠間 　義裕 　・桑名 佐奈恵　 ・國分 　健司　 ・齋藤 　鈴子
・酒井　 幸治 　・佐藤 　尚子 　・鈴木 　武泰 　・高橋 　金一 　・馬場 　セイ 　・古川 　和子　 ・本田 アサ子
・町田 　　敦 　・皆川 　　晃 　・渡辺 久仁子 　・渡邉 　成典 　・渡邉 　良子

▲佐久間大翔さん

▲
山口珠々さん

▲赤木小学校での人権教室の様子

　人権擁護委員は、地域住民からの人権相談に対し、問題解決の
お手伝いや、法務局の職員と協力して人権侵害による被害者の
救済を行っています。また、地域の皆さんに人権について関心を
持っていただけるよう啓発活動を行っています。

家族を大切にすること、人
の笑顔を大切にすること
を学びました。

穂積小学校での種まきの様子 横断幕を掲げ啓発を実施しました。

わたしも、はなちゃんのよ
うに家族を大事にしたい
と思いました。

人権に関する相談は、こちらでも受付しています。
　人権相談全般　　 0570-003-110 (みんなの人権110番)
　子どもの人権相談 0120-007-110 (子どもの人権110番）
　女性の人権相談　 0570-070-810 (女性の人権ホットライン)
○受付時間　午前８時30分～午後５時15分

　TEL 024-962-4500  までお問い合わせください。
ご相談は、福島地方法務局郡山支局

人権に関わる様々な相談をお受けしています。

短
時
間
勤
務
の
活
用
で
、仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
し
て
い
ま
す
！

　

３
歳
の
子
ど
も

が
お
り
、短
時
間
勤

務
を
希
望
し
て
い

ま
し
た
。会
社
の
面

接
の
時
に
、社
長
か

ら「
希
望
す
る
時
間

の
勤
務
で
い
い
で

す
し
、子
ど
も
優
先

で
仕
事
を
し
て
下
さ
い
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
く
れ

る
会
社
は
初
め
て
で
し
た
。子
ど
も
も
小
さ
い
こ

と
も
あ
り
、女
性
に
と
っ
て
は
と
て
も
安
心
し
て

働
け
る
職
場
だ
と
感
じ
ま
す
。

男
性
も
女
性
も
共
に
自
分
ら
し
く
働
け
る
職

場
で
す
！

　

提
案
・
ア
イ
デ
ア

な
ど
、入
社
間
も
な

い
私
の
意
見
も
、立

場
に
関
係
な
く
受

け
止
め
て
く
れ
る

の
で
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
り

ま
す
。女
性
が
多
い

職
場
で
す
が
、男
女
関
係
な
く
、お
互
い
を
尊
重
し

合
え
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

社
員
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

渡邉　広之さん

自宅で仕事をする大塚　志穂さん

坂内　良枝さん

リンクス・エージェンシーの取組み

テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
き
っ
か

け
は「
介
護
」で
す
。

　

子
育
て
は
一
段
落
し
た
の

で
す
が
、両
親
や
義
理
の
両
親

の
介
護
が
あ
り
、そ
う
い
っ
た

状
況
で
も
、在
宅
で
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ

と
で
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
み
て

い
か
が
で
す
か
？

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
取
り

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
の
で
、指
示
や
相

談
も
で
き
て
い
ま
す
。意
思
の
疎
通
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、そ
の
時
は
、時
間
を
見
て
出
勤
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
、時
間
の
調
整
を
し
な
が
ら
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
組
め
る
の
で
、と
て
も
働
き
や
す
い
環
境
で
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

令和元年度は、
小学校11校で実施。

　
リ
ン
ク
ス
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
で
は
、社
員
の
皆

さ
ん
の
子
育
て
、介
護
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に

応
じ
て
、働
き
や
す
い
よ
う
に
、多
様
な
取
組
み
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
代
表
の
渡
邊
さ
ん
は
、「
自
分
ら
し
く
、良
い
環
境

で
仕
事
が
で
き
れ
ば
良
い
仕
事
も
で
き
る
。そ
う

思
っ
て
い
ま
す
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、働
き
方
改
革
、女
性
活
躍
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

フレックスタイム制度
の活用

労働者が日々の始業・終業
時刻、労働時間を自ら決め
ることによって、仕事と生
活の調和を図りながら出
来る効率的な働き方。

テレワークの活用
（在宅勤務）

ＩＣＴ（情報通信技術）を
利用し、時間や場所を有効
に活用できる柔軟な働き
方。

スラックを活用した
社員間の情報共有
グループ内でコミュニ
ケーションができるビジ
ネスチャットツールの一
つ。場所に関わらずオンラ
インで共同作業ができる。

本市の人権擁護委員を紹介します！
（令和元年８月１日現在）※五十音順・敬称略

人権教室

人権の花運動

人権相談

人権啓発キャンペーン 

こんな活動
　

しています
！

人権擁護
委員を

ご存知ですか



男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

市
民
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト

活
動
成
果
発
表
展
示

ふ
れ
あ
い
発
表
会

【参加団体（50音順）】
NPO 法人ウィメンズスペースふくしま、CAP こおりやま、郡山市婦人団体協議会、郡山陶芸愛好会、
comme je suis（コムジュスイ）の会、三心会、写経クラブ、新日本婦人の会郡山支部、性について語
る会「ラシクの会」、茶花の会、磐青の会郡山、美書クラブ、福島県退職公務員連盟郡山支部女性部、
福島県退職女性教職員あけぼの会郡山支部、杜俳句会、らんぷの会、レザークラフトカトレア

【参加団体（50音順）】
FD・エーデルワイス、薫花架拳愛好会、郡山ジャディス愛好会、太極剣研究会、華の舞、
福島県退職公務員連盟郡山支部合唱クラブ「はるかぜ」、友・遊太極拳クラブ、朗読グルー
プハイジ
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◀
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

4/1～5/12
934人
1,515句

募 集 期 間
応 募 者 数
応募作品数

お
互
い
に
名
前
あ
る
の
に
何
故
「
お
前
」

一
般
・
大
学
生
の
部

髙
橋
　
征
行

母
の
味
受
け
つ
ぐ
ぼ
く
の
に
ぎ
り
飯

親
子
の
部

日
和
田
小
学
校 

中
山
　
順
一･

中
山
　
さ
つ
き

彼
の
い
う
女
だ
か
ら
が
好
き
じ
ゃ
な
い

高
校
生
の
部

あ
さ
か
開
成
高
校
　
橋
本
　
美
由
紀

多
様
性
未
来
を
拓
く
認
め
合
い

中
学
生
の
部

郡
山
第
二
中
学
校
　
物
江
　
み
の
り

認
め
合
い
歩
み
寄
っ
た
ら
差
別
な
し

小
学
生
の
部

安
積
第
二
小
学
校
　
會
田
　
更
紗

コンクールの詳細は
コチラをご覧ください→

▲「音楽」や「人」との出会いについてお話いただきました

講
演
会

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

﹁
人
生
の
階
段
﹂ 

講
師 

杉
田
二
郎
さ
ん(

歌
手)

　　
　
　
　
　
　

　
「
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
で

は
、
多
く
の
方
に
講
演
会

や
各
種
講
座
等
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

　

当
日
参
加
で
き
な
か
っ

た
皆
様
に
も
、
こ
の
報
告

を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

「
男
女
共
同
参
画
」
へ
の
更

な
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

杉
田
二
郎
さ
ん
は
、「
戦
争

を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
」
を
は

じ
め
、
多
く
の
楽
曲
を
ヒ
ッ
ト

さ
せ
、
団
塊
の
世
代
を
代
表
す

る
フ
ォ
ー
ク
界
の
兄
貴
的
な
存

在
と
し
て
、
全
国
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
人
生
の
階
段
」

と
題
し
、
杉
田
さ
ん
が
生
ま
れ

て
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返

り
、
そ
の
時
々
の
ス
ト
ー
リ
ー

に
沿
っ
た
楽
曲
を
交
え
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
家
族
や
友
人

と
の
関
係
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
な
ど
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

近
年
、奥
様
を
亡
く
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
夫
婦
関
係
な
ど

を
振
り
返
り
、
奥
様
が
何
事

に
対
し
て
も
的
確
に
判
断

し
、
協
力
し
て
く
れ
た
か
ら

こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る
と
感

じ
て
お
り
、「
男
女
共
同
参

画
」
の
大
切
さ
を
多
く
の
方

に
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

会
場
の
皆
さ
ん
は
、
歌
に

込
め
ら
れ
た
様
々
な
感
情
や

情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
杉
田
さ
ん
の
や
さ
し
い

歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

郡
山
市
で
は
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に

男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、

男
女
共
同
参
画
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
国
の
「
男
女
共

同
参
画
週
間
（
６
月

23
日
〜
29
日
）」
に
併

せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
種
開
催
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
理
解
や
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
ユ
ニ
ー
ク
な
川
柳
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
作
品
は
、「
男
女

共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
講
座
等
を

企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。

　

歴
史
や
家
庭
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
講

座
を
実
施
し
、
多
く
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
さ
ん
か
く

プ
ラ
ザ
活
動
団
体
の
皆
さ

ん
の
日
頃
の
活
動
成
果
を

展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
者
表
彰
」
の
受
賞
事
業

者
の
取
組
み
を
掲
示
し
ま

し
た
。

　

さ
ん
か
く
プ
ラ
ザ
で
活
動
し
て
い

る
８
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

半沢　智恵子
実行委員長

地域から求められる女性の育成
[講師]佐々木　貞子氏　
　　　（郡山女子大学附属高等学校校長）

[主催]こおりやま女性ネットワーク＊Hanaの会
[内容]母の生き方を通して学んだ「食」に対する思

いを中心に、教育現場から考えるこれからの
人材育成等について講演いただきました。

紙芝居「もう一つの白虎隊」
[講師]岡田　峰幸氏（歴史研

究家・桜の聖母生涯学
習センター講師）

[主催]まなびの会
[内容]白虎隊に関する数々の

エピソードから、当時の
男女共同参画について
講演いただきました。

スクエアダンスを楽しみましょう
[主催]あさかの学園スク

エアダンス同好会
郡山スクエアダン
スクラブ

[内容]子どもからシニア
まで楽しめるダン
スを行いました。

　

さ
ん
か
く
プ
ラ
ザ
で
は
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
講
座
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
り

た
い
・
学
び
た
い
方
は
ぜ
ひ
、
さ
ん
か
く

プ
ラ
ザ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郡山市男女共同参画フェスティバル 2019

最
優
秀
作
品


